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広報なかがわ
2010. 5月号

　

中
川
町
の
会
計
は
、
大
き
く
分
け

る
と
町
民
生
活
全
般
に
わ
た
る
基
本

的
な
経
費
を
網
羅
し
た
「
一
般
会
計
」

と
、
特
定
事
業
を
経
理
す
る
「
特
別

会
計
」
が
あ
り
ま
す
。
特
別
会
計
は
、

「
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
」
な
ど

の
6
会
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
全
会
計
予
算
の
合
計

額
は
41
億
1
0
7
4
万
円
。
平
成
21

年
度
に
対
し
て
、
17
・
9
％
、
金
額

に
し
て
6
億
2
4
1
2
万
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
住
民
生
活
の
安

全
・
安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
と
、
産

業
基
盤
の
安
定
な
ど
に
取
り
組
む
た

め
14
・
1
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
増
加
率
が
大
き
い
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
新
規
に
取
り
組
む
中
川
簡
易
水
道

施
設
の
基
幹
・
増
補
改
良
事
業
な
ど

に
よ
っ
て
2
4
6
・
4
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

中
川
町
全
体
の
予
算
額

　

41
億
1
0
7
4
万
円

２

平成22年度
　 予算の概要

国 民 健 康 保 険

介　護　保　険

後期高齢者医療

老　人　保　健

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

小　　　　計

一　般　会　計

合　　　　　　計

31億7,100万円

2億5,225万円

1億6,904万円

2,433万円

16万円

3億8,298万円

1億1,095万円

9億3,974万円

41億1,074万円

会　　計　　名

表1　各会計別の予算額

平成22年度
予　算　額

増減率
（％）

27億8,000万円

2億7,692万円

1億7,238万円

2,324万円

24万円

1億1,057万円

1億2,324万円

7億662万円

34億8,662万円

平成21年度
予　算　額

3億9,100万円

▲2,467万円

▲334万円

108万円

7万円

2億7,241万円

▲1,228万円

2億3,312万円

6億2,412万円

14.1

▲8.9

▲1.9

4.7

▲31.4

246.4

▲10.0

33.0

17.9

比較増減額

特　

別　

会　

計



依
然
と
し
て
続
く
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
今
後
の
財
政
需
要
を
予
測
し

な
が
ら
財
政
調
整
基
金
か
ら
6
8
0

0
万
円
を
繰
り
入
れ
、
ま
た
、
将
来

の
負
担
を
考
慮
し
つ
つ
町
債
を
計
上

す
る
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響

が
な
い
よ
う
に
必
要
な
財
源
の
確
保

に
努
め
ま
し
た
。

　

支
出
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
「
第
5
次
中
川
町
総
合

計
画
」
の
基
本
政
策
を
着
実
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
「
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
」
の
理
念
の
下
、
事
務

事
業
の
見
直
し
を
図
り
、
「
住
民
生

活
の
安
全
・
安
心
」
「
教
育
・
子
育

て
」
「
健
康
・
福
祉
」
「
産
業
基
盤

の
安
定
」
を
重
点
項
目
と
し
て
、
住

民
生
活
の
充
実
に
十
分
配
慮
し
た
予

算
と
し
ま
し
た
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
平
成
22
年
度
の

主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３ 広報なかがわ
2010. 5月号

　

中
川
町
の
財
政
に
お
い
て
収
入
の

根
幹
を
な
す
地
方
交
付
税
は
、
「
地

方
の
自
主
財
源
の
充
実
・
強
化
」
と

称
す
る
地
方
財
政
計
画
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較

し
て
9
2
0
0
万
円
の
増
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
景
気
低
迷
の

影
響
に
よ
る
町
税
の
落
ち
込
み
な
ど
、

①町税
②分担金及び負担金
③使用料及び手数料
④財産収入
⑤寄附金
⑥繰入金
⑦繰越金
⑧諸収入
⑨地方譲与税
⑩利子割交付金
⑪配当割交付金
⑫株式等譲渡所得割交付金
⑬地方消費税交付金
⑭自動車取得税交付金
⑮地方特例交付金
⑯地方交付税
⑰交通安全対策交付金
⑱国庫支出金
⑲道支出金
⑳町債

1億6,274万円
213万円
8,182万円
2,751万円
30万円

6,800万円
300万円

1億6,961万円
6,400万円
90万円
1万円
0万円

1,800万円
1,200万円
400万円

16億9,700万円
1万円

2億7,434万円
1億1,360万円
4億7,200万円
31億7,100万円

区　　　分

歳　入　合　計

表2　一般会計【歳入】
平成22年度
予　算　額

1億6,427万円
143万円
8,256万円
2,555万円
30万円

2,300万円
300万円

1億7,764万円
6,870万円
110万円
10万円
0万円

1,930万円
1,130万円
140万円

16億500万円
40万円

1億9,480万円
8,922万円

3億1,090万円
27億8,000万円

平成21年度
予　算　額

▲153万円
69万円

▲74万円
196万円
0万円

4,500万円
0万円

▲803万円
▲470万円
▲20万円
▲9万円
0万円

▲130万円
70万円
260万円
9,200万円
▲39万円
7,954万円
2,438万円

1億6,110万円
3億9,100万円

比較増減額

自　

主　

財　

源

依　
　

存　
　

財　
　

源

①議会費
②総務費
③民生費
④衛生費
⑤労働費
⑥農林水産業費
⑦商工費
⑧土木費
⑨消防費
⑩教育費
⑪災害復旧費
⑫公債費
⑬給与費
⑭予備費

2,594万円
1億8,226万円
2億9,403万円
4億2,401万円
1,536万円

3億5,359万円
1億5,635万円
4億1,132万円
1億4,486万円
1億3,378万円

0万円
6億1,011万円
4億1,633万円

300万円
31億7,100万円

区　　　分

合　　　計

表3　一般会計【歳出】

図　一般会計予算額

一般会計総額 31億7,100万円

平成22年度
予　算　額

2,628万円
1億1,889万円
2億6,235万円
2億509万円
1,539万円

3億7,464万円
1億413万円
3億6,627万円
1億3,191万円
1億5,795万円

0万円
5億9,467万円
4億1,939万円

300万円
27億8,000万円

平成21年度
予　算　額

▲34万円
6,337万円
3,167万円

2億1,892万円
▲3万円

▲2,104万円
5,221万円
4,505万円
1,295万円
▲2,416万円

0万円
1,544万円
▲305万円

0万円
3億9,100万円

比較増減額

歳入

歳出

16 地方交付税（53.5％）

12
公債費

（19.2％）

❹
衛生費

（13.4％）

13
給与費

（13.1％）

❽
土木費

（13.0％）
❻

20 18

❸

❽ ❶町債
（14.9％）

その他
（20.8％）

その他
（12.5％）

民生費（9.3％）

農林水産業費（11.2％）

町税（5.1％）

国庫支出金（8.7％）

諸収入（5.3％）

財
源
対
策
で
保
っ
た

　
　
　

収
支
バ
ラ
ン
ス



広報なかがわ
2010. 5月号

　

保
健
師
な
ど
の
資
格
を
取
得
後
に

3
年
以
上
中
川
町
や
町
内
の
医
療
機

関
に
勤
務
す
る
方
へ
の
修
学
金
の
貸

付
を
准
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
に
も

拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
町
外
の
看
護

師
で
中
川
町
内
の
診
療
所
な
ど
に
3

年
間
勤
務
す
る
方
に
就
業
支
度
金
の

貸
付
を
行
い
、
医
療
・
福
祉
の
人
材

確
保
を
図
り
ま
す
。

　

受
診
者
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
し
、
診

療
室
を
個
室
に
し
ま
す
。

　

現
行
の
バ
ス
を
更
新
し
、
中
型
で

乗
り
降
り
し
や
す
い
バ
ス
を
購
入
し

ま
す
。

　

地
元
農
業
青
年
と
都
会
女
性
の
交

流
の
場
を
設
け
る
た
め
、
ボ
ラ
バ
イ

ト
と
し
て
農
業
実
習
生
を
募
集
し
、

そ
の
事
業
費
用
に
助
成
し
ま
す
。

　

農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す
有
害
鳥

獣
の
残
滓
冷
凍
庫
を
中
川
牧
場
事
務

所
の
敷
地
内
に
移
設
し
、
残
滓
を
処

理
し
ま
す
。

　

農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す
エ
ゾ
シ

カ
の
駆
除
に
対
し
て
1
頭
あ
た
り
1

万
円
を
支
出
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
は
る
か
中
川
支
所
選
果
場

の
冷
凍
機
更
新
費
用
な
ど
に
助
成
し

ま
す
。

　

酸
性
化
し
た
土
壌
を
改
良
す
る
ラ

イ
ム
ケ
ー
キ
の
購
入
費
用
に
助
成
し

ま
す
。

　

個
人
農
地
の
小
規
模
な
排
水
整
備

費
用
に
助
成
し
ま
す
。

　

生
乳
の
安
全
性
を
確
保
し
、
抗
生

物
質
の
残
留
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
検

査
機
器
の
購
入
費
用
に
助
成
し
ま
す
。

４

保
健
師
等
人
材
確
保
修
学
資
金

・
看
護
師
就
業
支
度
金
貸
付
事

業　
　
　
　
　
　

1
6
0
万
円

中
川
町
立
歯
科
診
療
所
新
築
工

事
事
業　
　

1
億
4
5
9
万
円

平
成
22
年
度
の

主

町
有
バ
ス
購
入
事
業

　
　
　
　
　
　

2
4
0
0
万
円

エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
残
滓
冷
凍
庫
移

設
事
業　
　
　
　

2
0
8
万
円

鹿
捕
獲
駆
除
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
万
円

野
菜
出
荷
施
設
再
編
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

5
0
0
万
円

草
地
土
壌
改
良
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

1
0
6
万
円

小
規
模
排
水
整
備
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

1
0
5
万
円

抗
菌
性
残
留
物
質
事
故
防
止

推
進
事
業　
　
　
　
　

40
万
円

農
村
体
験
実
習
受
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

50
万
円

な
事
業



　

乳
牛
の
蹄
病
の
予
防
や
治
療
の
た

め
の
保
定
枠
の
購
入
費
用
に
助
成
し

ま
す
。

　

町
営
牧
場
の
清
浄
化
維
持
と
酪
農

家
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
Ｂ
Ｌ

Ｖ
検
査
費
用
に
助
成
し
ま
す
。

５ 広報なかがわ
2010. 5月号

町
営
牧
場
預
託
牛
Ｂ
Ｌ
Ｖ
検
査

支
援
事
業　
　
　
　
　

33
万
円

平成22年度の道路工事路線図

家
畜
疾
病
予
防
対
策
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

1
2
2
万
円

　

Ｃ
・
Ｄ
コ
ー
ス
の
グ
リ
ー
ン
芝

の
張
替
え
を
行
い
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
グ
リ
ー
ン

芝
張
替
え
事
業

　

商
工
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
移

住
・
定
住
促
進
事
業
の
中
で
、
移
住

体
験
応
募
者
の
旅
費
に
助
成
し
ま
す
。

　

新
た
な
事
業
展
開
の
可
能
性
を
探

る
農
商
工
連
携
組
織
の
立
ち
上
げ
を

支
援
し
ま
す
。

　

観
光
専
門
員
の
配
置
と
育
成
、
新

た
な
観
光
資
源
の
研
究
と
開
発
、
地

場
産
品
の
研
究
開
発
の
委
託
を
行
い

ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
に
助

成
し
ま
す
。

む
ら
お
こ
し
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

40
万
円

農
業
集
落
排
水
資
源
循
環
統
合

補
助
事
業　
　

1
0
1
0
万
円

中
川
簡
易
水
道
事
業
（
基
幹
・

増
補
改
良
）　

　
　
　
　

2
億
4
8
6
5
万
円

農
商
工
連
携
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

地
域
観
光
資
源
活
用
・
魅
力
創

出
事
業　
　
　

1
4
7
2
万
円

商
工
会
街
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
　

3
2
5
万
円

　

中
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
機
器
な
ど

の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

中
川
市
街
地
区
の
導
水
ポ
ン
プ
場

の
新
設
お
よ
び
旧
施
設
の
解
体
、
導

水
管
の
布
設
換
え
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
1

国府18線本線

誉32線本線

北1丁目1号線

国府18線本線

誉32線本線

北1丁目1号線



広報なかがわ
2010. 5月号

　

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の

健
や
か
な
育
ち
を
社
会
全
体
で
応

援
す
る
た
め
に
、
親
な
ど
に
支
給

す
る
も
の
で
す
。

　

満
15
歳
以
後
の
最
初
の
3
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も

※
こ
れ
ま
で
の
児
童
手
当
は
、
小

学
校
修
了
前
の
子
ど
も
が
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
親
な
ど
に
所
得
制

限
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
手
当

は
、
支
給
対
象
が
中
学
校
終
了
前

ま
で
拡
大
し
、
所
得
制
限
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

月
額
1
万
3
0
0
0
円

　子ども手当制度が始ま
ったことにより、4月以
降は原則として児童手当
は支給されません。しか
し、児童手当の受給資格
者には平成22年6月に限
り、子ども手当とは別に、
平成21年度分の児童手当
（2月分と3月分）が支
給されます。

　

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
親
な

ど
が
、
住
所
地
の
役
場
に
申
請
を

し
ま
す
。

○
一
緒
に
提
出
す
る
書
類

　

・
金
融
機
関
の
口
座
番
号
の
写

　
　

し

　

・（
請
求
者
が
被
用
者（
サ
ラ
リ

　
　

ー
マ
ン
な
ど
）の
場
合
）健
康

　
　

保
険
証
の
写
し
な
ど

　

・
そ
の
他
、
必
要
な
書
類

　

役
場
で
は
、
申
請
内
容
を
審
査

し
、
受
給
資
格
に
適
合
す
る
方
に

は
、
認
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

6
月
、
10
月
、
2
月
に
そ
れ
ぞ

れ
前
月
分
ま
で
の
手
当
を
支
払
い

ま
す
（
平
成
22
年
6
月
は
、
4
月

分
と
5
月
分
の
2
ヶ
月
分
を
支
払

い
ま
す
。
10
月
以
降
は
、
4
ヶ
月

分
を
支
払
い
ま
す
。）。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
3

し
あ
わ
せ

６

趣　

旨

受
給
の
た
め
の
手
続
き

受
給
資
格
の
認
定

手
当
の
支
払
い

支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

子ども手当制度が子ども手当制度が
　　　　　　　 始まりました始まりました
子ども手当制度が
　　　　 始まりました

手
当
の
額

　子ども手当の受給資格者は、「子どもを監護し、か
つ、生計を同一にする父または母など」です。
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美
瑛
町
、
中
川
町
、
中
頓
別
町
の

共
同
に
よ
る
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
北
の
杜
」
の
最

終
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
中
川
町
で
開
催
さ

れ
、
3
町
の
町
長
な
ど
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の

あ
り
方
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
美
瑛
町
と
中
頓
別
町
か

ら
も
多
く
の
方
々
が
詰
め
か
け
、
今

後
の
３
町
の
取
り
組
み
に
向
け
て
心

新
た
な
面
持
ち
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
聞

き
入
り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
北
の
杜
通
信

「
3
年
間
の
活
動
の
成
果
と
今
後
の
3
町
の
連
携
を
確
認
」

暮らし（住・食・医・遊）を自給し、ライフウェアを創造する
つながる・たのしい・まちづくり

3町が共有できるものを探すために

フォーラムでは、中川町の
さまざまな活動が報告されました

中川いいもの探しワークショップ
　中川の魅力や今後の地域の観光戦略など
について意見交換を行いました。

モニターツアー
　町民の方々から参加者に中川の魅力を伝
え、自然や食事を満喫するツアーを開催し
ました。

安平志内薄荷蒸溜館
　昔ながらの薄荷蒸溜装置を復元し、蒸留
体験施設が地域の方々の手作りで完成しま
した。

町の食の財産を伝える
　料理研究家の星澤幸子さんを招いて、地
元の食材を使った料理を披露していただき
ました。
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◆
中
川
商
業
高
等
学
校

田
村　

真
由
美

　
　
　
　

事
務
職
員

み

ゆ

ま

む
ら

た齋　

英
範

　
　
　

事
務
長

の
り

ひ
で

さ
い藤

田　

千
秋

　
　
　
　

教
諭

あ
き

ち

た

ふ
じ太

田　

祐
一

　
　
　
　

教
諭

い
ち

ゆ
う

た

お
お佐

藤　

慎
也

　
　
　
　

教
諭

や

し
ん

と
う

さ半
澤　

佳
寛

　
　
　
　

教
諭

ひ
ろ

よ
し

ざ
わ

は
ん阿

部　

孝
志

　
　
　
　

校
長

し

た
か

べ

あ

◆
中
川
中
学
校

高
橋　

範
夫

　
　
　
　

事
務
職
員

お

の
り

は
し

た
か舟

見　

友
利

　
　
　
　

教
諭

り

ゆ
う

み

ふ
な盛　

千
佳
子

　
　
　
　

教
諭

こ

か

ち

も
り

◆
中
央
小
学
校

大
井　

章
史

　
　
　
　

教
諭

ふ
み

あ
き

い

お
お土

崎　

美
香

　
　
　
　

教
諭

か

み

ざ
き

つ
ち

議会・各種委員会の開催状況
3月8、11、16日
　　　　●第１回定例町議会
3月8日●議会全員協議会
　　　　●議会運営委員会
3月15、16日
　　　　●予算審査特別委員会
3月23日●教育委員会議
3月24日●第６回行政改革推進委員会
3月26日●農業委員会総会
4月7日●議会全員協議会
　　　　●議会運営委員会
4月19日●第２回臨時町議会
4月21日●農業委員会総会

新谷建設株式会社
（代表取締役社長 新谷龍一郎氏）の
地域貢献活動に感謝状

高齢者世帯の除雪、
中川町社会福祉協議会への車椅子寄贈



公民館図書室公民館図書室
の

公公公公公公公公 図書室民館民館館民公民公公公 室室室公民館図書室図書室館館館民民民公民館図書室室公公公民民民民館館館館図図公民館図書室公民館図書室
のの

おすすめおすすめおすすめ

　筑前の小藩、秋月藩の馬周り役・間小四
郎は、専横を極める家老・宮崎織部の糾弾
に加わる。仲間とともに本藩・福岡藩の援
助を得てその排除に成功するが、その裏に
は福岡藩の策謀が‥‥。

　子犬のまっすぐな愛情を感じ、それに応
えること。それが自閉症の息子デールを大
きく変え、成長させた。ゴールデンレトリ
バーのヘンリーと息子の心温まる交流、そ
して感動の別れを母親が綴ったノンフィク
ション。

　子どもたちの｢学び力｣を育てるスキル、
辞書引き術。この力を身につければ、学び
が楽しくなり、学力が伸びる。本書では、
国語辞典、漢字字典、図鑑、百科事典に分
けて、辞書引きマスターへの道を楽しく紹
介する。

　体のめぐりをよくすると、冷えは防げる。
料理研究家ウー・ウェンが、しょうが、ね
ぎ、赤唐辛子、黒糖、雑穀などを使った普
段のおかずからおやつまで、体がぽかぽか
になる54の冷え取りレシピを紹介する。

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
|
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
―
2
8
5
0
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕

水
色
の
音
符
口
か
ら
こ
ぼ
れ
出
て
嘘
が
つ
け
な
い
ハ
ッ
カ
ド
ロ
ッ
プ　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
仁
美

利
き
酒
の
大
会
に
出
て
優
勝
と
告
げ
ら
れ
思
わ
ず
「
う
そ
ー
」
と
叫
ぶ　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

「
う
そ
、
う
そ
」
と
内
に
呟
き
「
そ
う
、
そ
う
」
と
頷
く
我
を
ひ
そ
か
に
疎
む　
　
　

小
林　

淑
子

雑
踏
に
紛
れ
て
後
は
そ
れ
っ
き
り
あ
れ
こ
れ
の
嘘
置
き
去
り
に
し
て　
　
　
　
　
　
　

佐
竹　

敏
章

す
さ
ぶ
風
は
山
峡
の
面
に
木
々
の
枝
を
し
な
ら
せ
ゆ
き
て
春
の
な
み
立
ち　
　
　
　
　

千
葉　

征
子

Dr.
の
優
し
き
嘘
を
疑
わ
ず
逝
き
に
し
叔
父
の
面
輪
穏
や
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

デ
コ
イ
と
も
気
付
か
ず
崖
に
寄
る
鳥
よ
保
護
と
は
言
え
ど
嘘
は
寂
し
い　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

嘘
ひ
と
つ
書
き
置
き
し
た
る
そ
の
昔
心
に
残
る
罪
の
お
も
た
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
ミ
ツ
ヱ

ガ
サ
ゴ
ソ
と
誰
か
来
た
か
と
思
わ
せ
る
雪
解
け
の
音
は
や
弥
生
な
り　
　
　
　
　
　
　

山
下　

博
子

う
そ
つ
く
な
と
子
供
の
時
に
さ
と
さ
れ
し
祖
母
の
言
葉
は
今
も
忘
れ
じ　
　
　
　
　
　

山
田　
　

昇

〔
俳　

句
〕

廃
屋
に
残
る
老
樹
や
雪
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

さ
く
ら
餅
空
の
一
隅
ほ
こ
ろ
び
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

征
子

春
風
に
心
お
ど
ら
せ
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

博
子

七
色
の
夢
持
つ
子
等
や
入
学
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

も

「
秋
月
記
」芽

室　

麟　
著

「
ウ
ー・ウ
ェ
ン
の
体
を

あ
た
た
め
る
レ
シ
ピ
」

ウ
ー
・
ウ
ェ
ン　
著

「
あ
り
が
と
う
、ヘ
ン
リ
ー

自
閉
症
の
息
子
と
と
も
に
育
っ
た
犬
」

ヌ
ア
ラ・ガ
ー
ド
ナ
ー　
著

入
江
真
佐
子　
訳

児
童
書 

「
知
識
が
増
え
る

辞
書
引
き
術
」

深
谷
圭
助　
監
修

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸
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そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
何
気
な
く

食
べ
ら
れ
て
い
る
料
理
の
中
に
は
、

他
の
家
庭
で
は
意
外
に
知
ら
れ
て

い
な
い
料
理
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

を
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
教
え
て
い

た
だ
き
、
町
の
「
食
の
財
産
」
と

し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
「
食

の
財
産
」
を
披
露
し
、
次
世
代
へ

継
承
す
る
た
め
に
、
料
理
研
究
家

と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
星
澤
幸
子

先
生
を
招
い
て
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

料
理
教
室
で
は
、「
食
の
財
産
」

の
中
か
ら
4
つ
の
料
理
に
星
澤
先

生
流
の
ひ
と
手
間
を
加
え
て
、
作

り
方
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
料
理
を
通
し
て
、
地

域
の
食
材
や
家
庭
の
味
の
継
承
な

ど
、
ふ
る
さ
と
中
川
の
食
文
化
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

町の「食の財産」を町の「食の財産」を
　　　　　　　　　次世代へ次世代へ
町の「食の財産」を
　　　　　次世代へ

●材料
鮭の骨の甘露煮風50g、小松菜1把、
塩・サラダ油・コショウ各少々

●作り方
①小松菜は水につけてパリッとさせてから5
　㎝の長さに切る。湯を沸かし、塩とサラダ
　油を加え、茎→葉の順に入れて湯切りする。
②鮭の骨の甘露煮風を粗くほぐしコショウを
　加え、小松菜を和えていただく。

小松菜と鮭の骨の甘露煮風の和え物
●材料
水800cc、しょう油150cc、みりん50cc、
酢100cc、中双糖100g、生しょうが80g、
酒50cc

●作り方
①鍋に鮭のあら、酢、生しょうが、これら
　がかぶるくらいの水を入れ、骨が柔らか
　くなるまで弱火で煮る。
②残りの調味料を入れ、汁気がほとんどな
　くなるくらいまで煮詰める。

鮭の骨の甘露煮風

●材料
なんでも野菜の福神漬100g、白ごま大さじ2、
のり4枚、米2合、酢大さじ3、砂糖大さじ2、
塩小さじ1/2

●作り方
①米を炊く30分前に研いで、炊く直前に調味
　料を加えひと混ぜし、早炊きする。
②炊き上がったら福神漬と白ごまを加え、へ
　らで返して冷ます。
③まきすにのりを置き、4等分した酢飯を広
　げ手前からきっちり巻く。
④キッチンペーパーを巻いて落ち着かせてか
　ら、切り分けていただく。

なんでも野菜の福神漬の海苔巻き
●材料
大根・人参・きゅうり・ヤーコン・青いト
マトなど1kg、輪唐辛子・生しょうが・し
その実各適量、塩大さじ1、切り昆布、漬
けだれ（しょう油150cc、酒大さじ2、砂
糖80g、酢大さじ3）

●作り方
①野菜を小口切りにする。
②切った野菜に塩をふり、水気が出たらさ
　らしを使ってしっかり絞る。
③酢以外の漬けだれを温めて野菜にかける。
　野菜の水分で薄まった漬けだれを煮詰め
　て野菜にかける（これを2～3回繰り返す）。
④酢を加え、味を調える。

なんでも野菜の福神漬
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問い合わせ先　エコミュージアムセンター　☎8－5133

●材料（10個分）
じゃがいも（メークイーン）300g、でんぷ
ん300g、よもぎ30g、あん100g、塩少々

●作り方
①じゃがいもをゆでて、皮をむく。
②粗熱をとり、粘りが出るまですりつぶす。
③よもぎを入れ、混ぜ込む。
④でんぷんを少しずつ加えながら、団子状
　にまとめる（手につかなくなるくらいに）。
⑤あんを包んで焼き色をつける。

よもぎのいも団子 ●材料
よもぎのいも団子1個、昆布3cm、
味噌大さじ1、湯150cc、サラダ油少々

●作り方
①昆布を食べやすい大きさに切り、サラダ油
　を熱したフライパンで膨らんでパリッとす
　るまで焼く。
②お椀に昆布・よもぎのいも団子・味噌を入
　れ、湯を注いで味噌を溶き、いただく。

よもぎのいも団子の味噌仕立て

●材料
大根15kg、酢900cc、塩570g、
中双糖2.5kg、黄色着色料少々

●作り方
①材料を全てあわせ、10日ほど寝かす。

大根の酢漬け

●材料
大根10kg、減塩しょう油1.8L、
上白糖1kg、酢500cc
●作り方
①調味料をあわせて煮立たせた後、常温で
　冷ます（これを3回繰り返す）。
②大根とあわせ、10日ほど寝かす。

大根のなまくら漬け

●材料（10個分）
じゃがいも（メークイーン）300g、でんぷ
ん300g、よもぎ30g、あん100g、塩少々

●作り方
①じゃがいもをゆでて、皮をむく。
②粗熱をとり、粘りが出るまですりつぶす。
③よもぎを入れ、混ぜ込む。
④でんぷんを少しずつ加えながら、団子状
　にまとめる（手につかなくなるくらいに）。
⑤あんを包んで焼き色をつける。

よもぎのいも団子

●材料
大根の漬物50g、木綿豆腐1丁、長ねぎ1本、
ごま油大さじ2、しょう油大さじ1、
酢大さじ1、豆板醤小さじ1、白ごま少々

●作り方
①木綿豆腐をふきんで包んで重石をし、しっか
　りと水を切り、一口大に切って器に並べる。
②大根の漬物は千切りにし、長ねぎはみじん
　切りにする。
③フライパンにごま油を熱して大根の漬物と
　長ねぎを炒め、調味料を加えて煮立たせる。
　手で半ずりした白ごまを混ぜ、熱いうちに
　豆腐にかけ、いただく。

漬物の中華ソース

●材料
よもぎのいも団子1個、昆布3cm、
味噌大さじ1、湯150cc、サラダ油少々

●作り方
①昆布を食べやすい大きさに切り、サラダ油
　を熱したフライパンで膨らんでパリッとす
　るまで焼く。
②お椀に昆布・よもぎのいも団子・味噌を入
　れ、湯を注いで味噌を溶き、いただく。

よもぎのいも団子の味噌仕立て

　

講
演
会
と
料
理
教
室
は
、
地
域
協
力
隊
エ
コ
ー
ル
咲
く
の
主
催
で

開
催
さ
れ
、
事
前
の
準
備
や
当
日
の
受
け
付
け
・
司
会
進
行
な
ど
、

す
べ
て
会
員
の
皆
さ
ん
の
手
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町民の方から
教えていただいた献立

星澤先生がひと手間を
加えた献立
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虚
血
性
心
疾
患
は
、
日
本
で
2
番
目
に
多
い
死
亡
原
因
で
あ
る
心

疾
患
の
過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
治
療
法
が
進
歩
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
発
症
し
て
か
ら
短
時
間
で
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
る
、

命
に
か
か
わ
る
病
気
で
す
。

　

今
回
は
、
3
月
に
開
催
し
た
健
康
講
座
の
講
演
の
中
か
ら
虚
血
性

心
疾
患
を
起
こ
し
や
す
い
条
件
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
虚
血
性
心
疾
患

　

心
臓
に
栄
養
を
送
る
血
管

（
冠
動
脈
）
に
動
脈
硬
化
が
起

こ
り
、
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な

っ
た
り
、
詰
ま
っ
て
し
ま
い
、

心
臓
の
働
き
が
弱
く
な
る
病
気

で
す
。
狭
心
症
と
心
筋

塞
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

◆
か
か
り
や
す
い
条
件

　

右
表
の
よ
う
に
、
生
活
習
慣

病
が
冠
動
脈
の
動
脈
硬
化
に
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が

高
い
人
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

表
の
危
険
因
子
の
う
ち
、
当

て
は
ま
る
個
数
が
多
い
ほ
ど
発

症
率
が
高
ま
り
、た
ば
こ
を
吸
う

人
は
さ
ら
に
倍
増
し
ま
す
。
20

〜
30
歳
代
で
も
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
く
た
ば
こ

を
吸
う
人
は
非
常
に
危
険
で
す
。

◆
中
川
町
の
実
態

　

中
川
町
で
虚
血
性
心
疾
患
を

治
療
し
て
い
る
方
の
生
活
習
慣

病
の
合
併
状
況
を
グ
ラ
フ
に
表

し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、

高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿

病
を
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
心
臓
は
こ
れ
ら

の
条
件
に
弱
い
臓
器
だ
と
わ
か

り
ま
す
。

◆
予
防
の
た
め
に

　

虚
血
性
心
疾
患
の
危
険
因
子

を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、

自
覚
症
状
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

健
診
を
受
け
る
こ
と
で
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
中
川
町
で
は
、

60
歳
代
か
ら
虚
血
性
心
疾
患
で

治
療
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す

の
で
、
若
い
う
ち
か
ら
予
防
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
健
康
で

働
き
続
け
る
た
め
に
、
そ
し
て

退
職
後
の
人
生
を
楽
し
く
過
ご

す
た
め
に
、
年
に
1
度
、
健
診

（
40
〜
74
歳
の
人
は
特
定
健
診
）

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

【
今
月
の
テ
ー
マ
】

　

虚
血
性
心
疾
患
の
予
防

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

冠動脈

脂質異常症
4％

糖尿病・
脂質異常症
7％

その他
7％

順位
1位
2位
3位
4位
5位

危険因子

虚血性心疾患と危険因子

高LDLコレステロール血症
低HDLコレステロール血症
糖尿病
高血圧症
喫煙

グラフ）虚血性心疾患治療者における生活習慣病の合併状況
（平成21年における中川町の40～74歳の国保加入者を対象）

□ LDLコレステロール値が高い（120mg/dL以上）
□ 危険因子を複数持っている
□ 喫煙している

　 ※特にLDLコレステロール高値で喫煙する方は注意

虚血性心疾患危険度チェック！
～健診結果を見てみましょう～

高血圧
30％

高血圧・脂質異常症
34％

高血圧・糖尿病
9％

高血圧・脂質異常症
・糖尿病
9％

高血圧
30％

高血圧・脂質異常症
34％

高血圧・糖尿病
9％

高血圧・脂質異常症
・糖尿病
9％



旬
の
食
材
で
旬
レ
シ
ピ
①

　

旬
の
食
材
は
、
1
年
の
中
で
最

も
栄
養
価
が
す
ぐ
れ
て
お
り
、
私

た
ち
の
か
ら
だ
に
そ
の
時
期
必
要

な
栄
養
素
が
た
っ
ぷ
り
と
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
中
川
町
で
も
な
じ
み

深
い
「
行
者
に
ん
に
く
」
を
使
っ

た
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

【つくり方】
①行者にんにくは丁寧に洗
　い、5cmくらいの長さに
　切る。人参は皮をむいて
　千切り、しめじ茸は石づ
　きを取ってほぐしておく。
②フライパンに油を熱し、
　①を炒める。だいたい火
　が通ったら、酒とめんつ
　ゆで味を調える。
③春巻きの皮を広げ、炒め
　た具と細く切ったチーズ
　をのせて巻く（春巻きの
　皮の端を水で濡らしてし
　っかりとめる）。
④揚げ油を熱し、表面がキ
　ツネ色になるまで揚げる。

【材料（4本分）】
行者にんにく…40g
人参……………40g
しめじ茸………40g
炒め油…………2g
酒………大さじ1/2
めんつゆ
　　　 …大さじ1/2
チーズ…………40g
春巻きの皮……4枚
揚げ油…………適量

エネルギー109kcal　たんぱく質4g
脂質6.5g　カルシウム71mg　塩分0.5g
（それぞれ1本当たり）

行者にんにくとチーズの春巻き

行者にんにくのあれこれ

食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

13 広報なかがわ
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しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

☆行者にんにくや人参に含まれる
　ビタミンＡは、油と一緒に摂る
　ことで吸収率が上がります。
☆中の具は火が通っているので、
　高温でさっと揚げます。

・修行中の行者が食べていた山菜で、にんにく臭があ
　るので、「行者にんにく」と呼ばれるようになりま
　した。
・山菜の中でもビタミンAやCを多く含みます。
・においの成分には新陳代謝を活発にしたり疲労回復
　に効果があります。
・春にからだを目覚めさせる代表的な山菜です。

昨年、春の料理教室で
参加者の皆さんと作ったレシピです。
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こんにちは 「まめちょ」です中川町地域子育て支援センター

　

辺
り
で
は
、
新
緑
の
美
し
い
季
節
を
迎
え
る
準
備
が
整
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
時
折
吹

く
春
風
に
土
の
匂
い
を
感
じ
、
大
き
く
深
呼
吸
を
し
た
く
な
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
気
持
ち
も
う
き
う
き
し
て
き
ま
す
ね
。

　

青
空
に
暖
か
い
空
気
、
土
や
緑
の
匂
い
に
誘
わ
れ
て
、
思
わ
ず
戸
外
へ
出
た
く
な
る

こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
時
期
、「
ま
め
ち
ょ
」
で
は
、
花
や
野
菜
を
育
て
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

春
の
日
差
し
の
中
で
、
一
緒
に
土
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ま
だ
「
ま
め
ち
ょ
」
に
い
ら
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
、
地
域
の
皆
様
も
、
気
軽
に
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
下
さ
い
ね
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

顔
を
見
合
わ
せ
て
お
話
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
ご
家

庭
と
の
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。

遊び場開放　　月・火　10：00～12：00　13：00～16：00
　　　　　　　　金 　10：00～12：00
　場　　所　　　児童センター（旧幼稚園）
今月の開放日　　7日・14日・17日・18日・21日・24日・25日・
　　　　　　　　28日・31日

＊開放日の日程は、変更になることがあります。

《５月の活動予定》

中川町地域子育て支援センター「まめちょ」児童センター内（旧幼稚園）
　TEL/FAX  7－2022　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：横 山 和 枝

かずやまよこ え

場　　所 内　　　　　　容

6日（木）
児童センター

幼児センター開放　9：30～11：30

あそびの広場　　10：00～12：00
「野菜と花の苗を植えよう」

19日（水）
児童センター

あそびの広場　　10：00～12：00
「親子料理」

12日（水）
児童センター

「すくすく相談会」　13：30～15：00
保健師・栄養士が育児相談などを行います

あそびの広場　　10：00～12：00
「簡単小物作り」

（1歳半までのお子さんをもつ方と妊婦さん対象）

10日（月）
児童センター

11日（火）
幼児センター

子育て講座　　10：00～12：00
「救急救命の方法を学ぶ」

20日（木）
児童センター

三笠山自然公園こどもの国オープン 和寒町

と　き　4月29日（木）
ところ　三笠山自然公園こどもの国
内　容　ゴーカートや豆汽車、スカイダンボなど子ども
　　　　たちに人気の乗り物や、ピクニックに最適な休
　　　　憩所などが整っていますので、みなさんのお越
　　　　しをお待ちしています。
問い合わせ先
　　　　道北環境整備建設業協同組合
　　　　電話 0165－32－2042

天塩川だより
～近隣のまちの情報をお届けします～

（上川北部地区広域市町村圏振興協議会提供）
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平
成
22
年
4
月
か
ら
「
倒
産
・
解

雇
な
ど
に
よ
る
離
職
」
や
「
雇
い
止

め
な
ど
に
よ
る
離
職
」
を
し
た
方
の

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　

失
業
時
に
65
歳
未
満
で
、
か
つ
離

職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の

期
間
に
、

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

　

（
例
‥
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る

　

離
職
）

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

　

（
例
‥
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離

　

職
）

と
し
て
失
業
等
給
付
を
受
け
る
方
で

す
。

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職

　

理
由
が
11
、
12
、
21
〜
23
、
31
〜

　

34
に
該
当
さ
れ
る
方

※
高
年
齢
受
給
資
格
者
お
よ
び
特
例

　

受
給
資
格
者
の
方
は
対
象
と
な
り

　

ま
せ
ん
。

し
あ
わ
せ

　

国
保
税
は
、
前
年
の
所
得
な
ど
に

よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
軽
減
は
、
前

年
の
給
与
所
得
を
そ
の
1
0
0
分
の

30
と
み
な
し
て
行
い
ま
す
。

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま

で
の
期
間
で
す
。

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受
け

　

る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入

　

中
は
、
途
中
で
就
職
し
て
も
引
き

　

続
き
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
会
社

　

の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
国

　

保
を
脱
退
す
る
と
終
了
し
ま
す
。

　

制
度
が
始
ま
る
前
1
年
以
内
（
平

成
21
年
3
月
31
日
以
降
）
に
離
職
し

た
方
は
、
平
成
22
年
度
に
限
り
国
保

税
を
軽
減
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
平
成
21
年
度
の
国
保
税

　

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

届
け
出
が
必
要
で
す
の
で
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
と
印
鑑
を
持
っ

て
、
役
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
3

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ

　

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
保

険
料
を
納
め
た
方
が
、
65
歳
か
ら
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
老
齢
基
礎
年

金
は
満
額
で
7
9
2
，
1
0
0
円

（
平
成
21
年
度
額
）
で
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
制
度
に
上
乗
せ
し

て
年
金
額
を
充
実
さ
せ
る
に
は
「
付

加
年
金
」「
国
民
年
金
基
金
」「
確
定

拠
出
年
金（
個
人
型
）」
な
ど
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
に
加
入
す
る
と
、

納
め
た
保
険
料
や
掛
金
は
全
額
所
得

控
除
と
な
り
、
所
得
税
や
住
民
税
が

安
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。

　

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
な

い
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
が
、
国

民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
は
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
際
に
、
付

加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
老

齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
は
、
月
額
4
0
0
円

で
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
付
加

年
金
額
は
2
0
0
円
×
付
加
保
険
料

納
付
月
数
で
す
。

　

第
1
号
被
保
険
者
が
対
象
と
な
り
、

「
地
域
型
」「
職
能
型
」
の
い
ず
れ
か

を
選
択
し
て
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
加
入
者
は
、
掛
金
や
受
け
取

り
た
い
年
金
額
な
ど
に
応
じ
て
、
口

数
と
基
金
の
型
を
選
ん
で
、
国
民
年

金
保
険
料
と
は
別
に
掛
金
を
納
め
ま

す
。

　

個
人
型
の
確
定
拠
出
年
金
は
、
公

的
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
制
度
で
す
。

自
分
の
持
分
（
年
金
資
産
）
が
明
確

で
、
自
己
責
任
で
運
用
商
品
を
選
ん

で
運
用
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
付
加
年
金
に
つ
い
て

　

旭
川
年
金
事
務
所

　

☎
0
1
6
6
―
2
7
―
1
6
1
1

・
国
民
年
金
基
金
、
確
定
拠
出
年
金

　

（
個
人
型
）
に
つ
い
て

　

北
海
道
国
民
年
金
基
金

　

☎
0
1
2
0
―
6
5
―
4
1
9
2

あ
な
た
も
年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

倒
産
や
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
し
た
方
の

倒
産
や
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
し
た
方
の

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

倒
産
や
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
し
た
方
の

倒
産
や
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
し
た
方
の

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

倒
産
や
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
し
た
方
の

　
　
　
　
　
　
　

国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

対
象
者
は
？

軽
減
期
間
は
？

制
度
が
始
ま
る
前
の
失
業
は

対
象
外
で
す
か
？

付
加
年
金

確
定
拠
出
年
金
（
個
人
型
）

国
民
年
金
基
金

軽
減
額
は
？

軽
減
を
受
け
る
に
は
？
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問い合わせ・申込先　経済課産業振興室　☎7－2816

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2811

1,620,000※北部クリーン企業組合
中川浄化センター汚泥
運搬委託業務

工事・業務名
入札結果

第1回入札金額（円）
予定価格（円） 落札率 工事などの概要 期　　間 備　考入札参加業者

（※落札業者）

中川浄化センター～西天
北リサイクルセンター
年64回運搬

随意契約
着手　平成22年4月1日

完了　平成23年3月31日

着手　平成22年4月1日

完了　平成23年3月31日

着手　平成22年4月1日

完了　平成23年3月31日

着手　平成22年4月1日

完了　平成23年3月31日

着手　平成22年4月1日

完了　平成23年3月31日

着手　平成22年4月1日

完了　平成23年3月31日

着手　平成22年4月1日

完了　平成23年3月31日

着手　平成22年4月1日

完了　平成23年3月31日

着手　平成22年4月1日

完了　平成23年3月31日

着手　平成22年4月1日

完了　平成23年3月31日

1,718,850

18,165,000

1,071,000

5,277,888

4,209,030

4,869,270

18,203,850

920,850

1,577,100

1,350,300

99.0％

97.1％

98.0％

98.5％

98.5％

99.8％

99.8％

99.2％

99.0％

99.8％

16,800,000※㈱テクノス北海道中川町農業集落排水処
理施設維持管理委託業
務

中川浄化センター、佐久
浄化センター
維持管理一式

随意契約

1,000,000※㈱電業社機械製作所北海道営業所基幹水利施設管理事業
誉平地区排水機場点検
整備委託業務

主ポンプ設備・駆動設備・
系統機器設備・監視操作制
御設備、水位計操作設備・
電源設備・付属設備の点検
整備

随意契約

4,950,000
5,030,000

※㈲平和ハイヤー
宗谷輸送㈱中川町住民バス運行委

託業務

共和、安川、佐久、豊里
地区住民バスでの輸送業
務

入　札

3,950,000
4,010,000

※㈲平和ハイヤー
宗谷輸送㈱スクールバス運行委託

業務

安川・佐久・豊里・誉地
区からの児童生徒、園児
の送迎業務

入　札

4,630,000
4,800,000

※宗谷輸送㈱
㈲平和ハイヤースクールバス及び住民

バス運行委託業務

大富・国府・歌内地区か
らの児童生徒、園児、住
民の送迎業務

入　札

17,300,000※㈱中川水道
中川・佐久簡易水道施
設維持管理委託業務

中川簡水、佐久簡水施設
維持管理一式 随意契約

870,000※㈱中川水道
雑用水施設維持管理委
託業務 雑用水施設維持管理一式 随意契約

1,487,000※エス・テー警備保障㈱
庁舎警備委託業務 役場庁舎及び附属建物並

びに附属物件の警備業務 随意契約

1,283,000※エス・テー警備保障㈱
学校警備委託業務

学校（中央小学校、中川
中学校）及びその附属建
物並びに附属物件の警備
業務

　

公
募
し
て
い
た
町
民
植
樹
祭
会
場

（
旧
佐
久
ス
キ
ー
場
跡
地
）
の
名
前

が
吉
田
勝
博
さ
ん
命
名
の
「
ア
ベ
シ

ナ
イ
の
森
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
名

前
の
募
集
に
は
、
町
内
外
か
ら
29
点

の
応
募
が
あ
り
、
主
催
者
の
ほ
か
、

林
業
試
験
場
道
北
支
場
、
中
川
町
教

育
委
員
会
、
佐
久
町
内
会
、
安
川
三

自
治
会
の
各
代
表
者
が
審
査
員
と
な

り
選
考
し
ま
し
た
。

　

中
川
町
民
に
馴
染
み
深
い
「
ア
ベ

シ
ナ
イ
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
ア
イ

ヌ
語
で
「
ア（
我
々
の
）・
ベ
シ（
沿

っ
て
下
る
）・
ナ
イ（
川
）」
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。
中
川
町
史
に
は
、

か
つ
て
雨
竜
や
遠
別
、
美
深
か
ら
山

越
え
を
し
て
き
た
人
々
が
、
安
平
志

内
川
を
下
っ
て
天
塩
川
を
目
指
し
、

佐
久
・
安
川
地
区
に
や
っ
て
来
た
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
木
材
は
流
送
が

主
流
で
あ
っ
た
時
代
、
佐
久
・
安
川

日
時　

平
成
22
年
5
月
23
日（
日
）
午
前
10
時
か
ら

場
所　

ア
ベ
シ
ナ
イ
の
森
（
旧
佐
久
ス
キ
ー
場
跡
地
）

申
込　

5
月
21
日（
金
）ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

　
　
　

さ
い
（
事
前
申
込
が
で
き
な
か
っ
た
方
の
参
加
も

　
　
　

歓
迎
し
ま
す
）

第
2
回
町
民
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
す

町
民
植
樹
祭
会
場
は

　
　
　
　
「
ア
ベ
シ
ナ
イ
の
森
」に

し

な
い

べ

あ

地
区
が
木
材
の
町
と
し
て
栄
え
た
の

も
、
こ
の
地
区
が
安
平
志
内
川
と
天

塩
川
と
の
合
流
点
だ
っ
た
こ
と
と
深

い
関
係
が
あ
る
の
で
す
。

　

町
民
植
樹
祭
は
、
単
に
木
を
植
え

る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
も
う
一
度

佐
久
に
た
く
さ
ん
の
人
を
集
め
た
い
、

中
川
を
森
林
・
林
業
の
町
と
し
て
再

生
し
た
い
と
い
う
思
い
を
こ
め
て
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

普
段
何
気
な
く
使
う
「
ア
ベ
シ
ナ

イ
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
こ
の
思
い

に
沿
う
歴
史
と
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
「
ア
ベ
シ
ナ
イ
の
森
」
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
長
く
愛
さ
れ
、
人

が
集
ま
る
森
に
育
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
森
が
中

川
町
の
森
林
・
林
業
再
生
の
象
徴
と

な
る
よ
う
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

随意契約

3月の入札・契約結果
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あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑

に
寄
付

・
社
会
福
祉
推
進
の
た
め
に

　
　
　
　

匿
名
（
1
名
）
様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑

に
寄
贈

　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次

の
方
々
よ
り
「
志
」

　
　
　
　

浅
野
百
合
子　

様

　
　
　
　

豊
里
婦
人
部　

様

　
　
　
　

氏
家　

愛
子　

様

　
　
　
　

梅
本　
　

昭　

様

　
　
　
　

藤
森　

昇
一　

様

　
ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ
ン
グ　

様

　
　
　
　

誉
二
婦
人
会　

様

　
　
　

信
正
寺
婦
人
講　

様

　
　
　
　

匿
名
（
1
名
）
様

　

平
成
21
年
度
に
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
寄
附
に
心
か
ら
感
謝
し
、
い
た

だ
い
た
寄
附
金
は
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
寄
附
金
額　

35
万
円

■
寄
附
者
（
寄
附
の
日
付
順
に
、
公
表
に
同
意
を
い
た
だ
い

た
方
を
掲
載
）

　

山
本　

英
二　

様
（
千
葉
県
船
橋
市
）

　

熊
谷　

正
勝　

様
（
北
海
道
札
幌
市
）

　

中
山　

寛
治　

様
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

　

梅
津　

榮
一　

様
（
北
海
道
東
川
町
）

　

寺
田　
　

勉　

様
（
北
海
道
札
幌
市
）

　

辻
井　

健
一　

様
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）

■
こ
れ
ま
で
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
の
伝
文
を
紹
介

し
ま
す

　

•
祖
母
が
、
生
前
、
一
心
苑
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し

　
　

た
。
で
き
れ
ば
一
心
苑
の
た
め
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た

　
　

い
と
思
い
ま
す
。

　

•
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

　
　

ま
す
。

　

•
21
世
紀
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
主
役
と
な
る
青
少
年
の

　
　

育
成
活
動
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

•
忍
耐
力
を
育
て
て
く
れ
た
故
郷
に
感
謝
し
ま
す
。
少
額

　
　

で
す
が
社
会
福
祉
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

•
有
害
駆
除
動
物
駆
除
の
一
部
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

　
　

く
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
中
川
町
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
関
わ
る
税
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

最
寄
の
税
務
署
ま
た
は
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
税
務
担
当

部
署
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
中
川
町
ふ
る
さ
と
寄
附
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
1

中
川
町
ふ
る
さ
と
寄
附
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

　

小
島　

和
也　

様
（
1
区
）

　

國
分
し
お
り　

様
（
5
区
）

火災・救急
出動件数

火災出動　1件
救急出動　15件
平成22年3月31日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
消
防
水
利
周
辺
は
、
道
路
交
通
法
に

よ
り
駐
車
禁
止
で
す
。

　

一
刻
を
争
う
消
火
活
動
の
障
害
と
な
り
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
「
安
心
・
安
全
の
町
づ
く
り
」
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

防
火
水
槽
周
辺
の
駐
車
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

災
害
発
生
現
場
へ
の
自
家
用
車
な
ど
の
乗
り
つ
け
は
、
緊
急
自
動

車
の
到
着
遅
延
や
活
動
の
障
害
に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
消
防
関
係
者
か
ら
の
協
力
要
請
を
受
け
ず
に
現
場
活
動
に

従
事
し
た
場
合
、
負
傷
さ
れ
て
も
災
害
補
償
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

危
険
物
・
消
防
設
備
士
試
験
の
受
験
申
請
が

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
写
真
を
添
付
す
る
書
類
が
受
験
願
書

か
ら
「
受
験
票
」
に
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
試

験
当
日
は
写
真
を
貼
っ
た
受
験
票
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
現
場
へ
の
駆
け
付
け

防
火
水
槽
周
辺
の
駐
車
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

災
害
現
場
へ
の
駆
け
付
け

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
―
2
1
1
9
番
ま
で

火事と救急は119番

危
険
物
・
消
防
設
備
士
試
験
の
受
験
申
込
要
領
が
変
わ
り
ま
し
た

危
険
物
・
消
防
設
備
士
試
験
の
受
験
申
込
要
領
が
変
わ
り
ま
し
た

㈶消防試験研究センター

http://www.
shoubo-shiken.or.jp

検 索

または

Click!



　

5
月
11
日（
火
）か
ら
20
日（
木
）ま
で
、
警
察
と
自
治
体
な
ど
が
連

携
を
図
り
な
が
ら
「
春
の
地
域
安
全
運
動
」
を
行
い
ま
す
。

　

「
み
ん
な
で
築
こ
う
安
全
で
安
心
な
大
地
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

道
民
運
動
と
し
て
展
開
し
て
い
る
「
安
全
・
安
心
ど
さ
ん
こ
運
動
」

の
浸
透
と
取
り
組
み
を
推
進
し
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
実
現
の
た

め
の
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

6
月
に
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
貿
易
担
当
大
臣
会
合
が
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
検
問
な
ど
の
警
戒
警
備
活
動
や
交
通
規
制
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

美
深
警
察
署　

☎
2
|
1
1
1
0

　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
|
2
0
1
9

　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
|
5
0
7
1

　
　

警
察
相
談
電
話　

☎
＃
9
1
1
0

玉井　智さん（77歳）

喜寿おめでとうございます。
米寿おめでとう
ございます。

東　茂文さん（77歳）

児玉　昭さん（77歳）

藤森昇一さん（77歳） 新木恵美子さん（77歳）

駐 在 所

広報なかがわ
2010. 5月号 18

ご長寿さんまちのご長寿さんまちのご長寿さんまちの

「
春
の
地
域
安
全
運
動
」を
行
い
ま
す

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
警
備
へ
の
ご
理
解
と

　
　
　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「
春
の
地
域
安
全
運
動
」を
行
い
ま
す

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
警
備
へ
の
ご
理
解
と

　
　
　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

日置力雄さん（77歳）

齊藤善治さん（88歳）



広報なかがわ
2010. 5月号19

の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

早
朝
や
夕
方
、
濃
霧
時
や
降
雨
時

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
野
山
で
の
飲
食
の
際
に

　

に
お
い
の
強
い
食
料
は
ヒ
グ
マ

を
引
き
寄
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
控
え
ま
し
ょ
う
。
野
山
に

ご
み
を
捨
て
た
り
埋
め
た
り
せ
ず
、

残
飯
や
空
き
缶
な
ど
は
必
ず
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。

◆
住
宅
地
や
農
地
の
周
辺
で

　

人
間
の
食
べ
も
の
は
、
ヒ
グ
マ

に
と
っ
て
も
ご
ち
そ
う
で
す
。
墓

地
の
お
供
え
物
や
放
置
さ
れ
た
農

作
物
、
廃
棄
物
を
え
さ
と
し
て
ヒ

グ
マ
が
居
着
い
て
し
ま
っ
た
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
ら

　

落
ち
着
い
て
状
況
判
断
を
し
ま

し
ょ
う
。
走
っ
て
逃
げ
る
と
追
い

か
け
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
グ
マ
を
刺
激
し
な
い
よ
う
に
、

こ
ち
ら
に
気
付
い
て
い
な
い
よ
う

で
あ
れ
ば
、
静
か
に
立
ち
去
り
ま

し
ょ
う
。
距
離
が
近
い
場
合
は
、

視
線
を
そ
ら
さ
ず
ゆ
っ
く
り
と
後

退
し
て
く
だ
さ
い
。
ザ
ッ
ク
な
ど

の
持
ち
物
を
取
ら
れ
た
と
き
は
、

取
り
返
そ
う
と
せ
ず
に
あ
き
ら
め

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
役
場
な
ど

に
出
没
情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

上
川
総
合
振
興
局
地
域
振
興
部

環
境
生
活
課

☎
0
1
6
6
―
4
6
―
5
9
2
2

　

災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に

気
象
台
か
ら
発
表
さ
れ
る
警
報
や

注
意
報
が
、
5
月
27
日
か
ら
「
中

川
町
大
雨
警
報
」
の
よ
う
に
市
町

村
を
特
定
し
た
発
表
と
な
り
ま
す
。

中
川
町
に
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と

き
は
、
町
内
の
ど
こ
か
に
危
険
な

状
況
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し

ま
す
。
ま
た
、
注
意
報
が
発
表
さ

れ
た
と
き
は
、
危
険
な
状
況
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
表
し
ま

す
。
中
川
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と

あ
わ
せ
て
、
自
主
避
難
な
ど
地
域

の
自
主
防
災
活
動
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
市
町
村
ご
と
の
警
報
・

注
意
報
の
内
容
を
確
か
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど

で
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
「
上

川
地
方
」
の
よ
う
に
市
町
村
を
ま

と
め
た
地
域
の
名
前
で
放
送
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
気
象
台
総
務
課

☎
0
1
6
6
―
3
2
―
7
1
0
1

町
職
員
の
退
職
・
新
採
用

◆
退
職
（
3
月
31
日
付
）

　

室　

長　

浦
島　

克
典

　

室　

長　

山
川　

隆
史

◆
採
用
（
4
月
1
日
付
）

　

主
事
補　

下
村　

章
浩

◆
種　

目

　

①
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

　

②
歯
科
幹
部
候
補
生

　

③
薬
剤
幹
部
候
補
生

　

④
一
般
曹
候
補
生

◆
応
募
資
格

　

①
22
歳
以
上
26
歳
未
満
（
大
学

　
　

院
修
士
学
位
取
得
者
は
、
28

　
　

歳
未
満
）

　

②
20
歳
以
上
30
歳
未
満

　

③
20
歳
以
上
26
歳
未
満

　

④
18
歳
以
上
27
歳
未
満

　

※
②
③
は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の

　
　

大
卒
者
（
卒
業
見
込
み
を
含

　
　

み
ま
す
）

◆
募
集
期
限

　

各
種
目
と
も
5
月
10
日
ま
で

◆
試
験
日

　

①
5
月
15
日（
土
）、
16
日（
日
）

　

※
16
日
は
、
飛
行
要
員

　

②
③
5
月
15
日（
土
）

　

④
5
月
22
日（
土
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名
寄

出
張
所

☎
0
1
6
5
4

2

3
9
2
1

名
寄
市
西
1
条
南
9
丁
目
45

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
法
人
道
民
税
・

法
人
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別
税

に
関
す
る
法
人
設
立
の
設
置
届
け

や
異
動
届
け
な
ど
が
提
出
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
も
あ

わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

上
川
総
合
振
興
局
名
寄
道
税
事
務

所
課
税
係

☎
0
1
6
5
4
―
2
―
4
1
4
8

　

役
場
や
土
地
の
管
理
者
な
ど
に
、

事
前
に
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
ヒ
グ
マ
の
出

没
情
報
や
そ
の
看
板
が
あ
る
場
所

へ
の
立
ち
入
り
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

犬
を
連
れ
て
の
立
ち
入
り
は
、
ヒ

グ
マ
を
興
奮
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り

危
険
で
す
。

◆
ヒ
グ
マ
に
出
会
わ
な
い
工
夫
を

　

ヒ
グ
マ
の
出
没
が
予
想
さ
れ
る

野
山
で
は
、
集
団
で
の
行
動
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
ス
ズ
な
ど
の
鳴

り
物
を
身
に
つ
け
た
り
、
見
通
し

の
悪
い
場
所
で
は
笛
を
吹
く
な
ど

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ヒ
グ
マ
に

　
　
遭
遇
し
な
い
た
め
に

気
象
警
報
や
注
意
報
が

　

市
町
村
ご
と
に

　
　
　
　
発
表
さ
れ
ま
す

お 知 ら せ



〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp
中川町携帯用サイト  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/i
　　　　　　　　　　　　　　（NTTドコモの「i-mode公式メニュー」からもごらんになれます。）
E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

携帯用サイトアドレスが二次元バーコードで簡単入力可能
（ご使用にあたっては、携帯の取扱説明書をごらんください）

町の人口
（3月31日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,844人（－41）

907人（－23）

937人（－18）

893戸（－17）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

　新しい学年、新しい先生、新
しい教科書。雪解けとともに子
どもたちの心もはずむ通学路
です。

　札幌中川会と東京中川会でそれぞれ多くの会員が参加して総会が開催さ
れました。亀井町長も出席し、ふるさとを思う会員の皆さんと懇談し、交
流を深めました。

ふるさと中川を思う気持ちがいっぱい
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